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現行軽水炉の過酷環境時における高温・高線量率環境下で、原子炉建屋及び原子炉格納容器の線量率を測定

可能な光ファイバ型放射線モニタシステムの開発を進めている。高温環境(150℃以上)での測定時に、熱輻射

の影響を受けることから、その補正法を検討した。 
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1. 緒言 

線量率測定用素子として適用している Nd:YAG 素子は、放射線の照射により、近赤外(1064nm)の光を放出す

る。今まで、フォトンカウンティング法の適用により、高線量率環境(～100kGy/h)までの測定性、及び、耐

放射線性(5MGy)を確認している。また，素子ハウジング材の最適化により、耐熱性(300℃)、及び、照射方向

及びエネルギ特性が IEC規格を満たすことを確認している。高温環境(150℃以上)での測定時に、熱輻射の影

響を受けることから、今回、その補正法を検討した。 

 

2. 熱輻射補正法及び低減方法 

図 1に、光子計数率成分の一例を示す。領域①は、放射線照射に

より Nd:YAG 素子が発光する波長領域であり、発光成分と熱輻射成

分が足し合わされた領域である。熱輻射成分のみの領域である領域

②または③における計数率から、領域①における熱輻射成分を導出

し、領域①の計数率との差分により、放射線照射による発光成分の

みを導出できる。 

図 2 に、Nd:YAG 素子の発光スペクトルを示す。Nd:YAG 素子は、

放射線照射により、1064nm 以外の短い波長領域においても発光す

る。短い波長ほど熱輻射強度が弱いことから 900nm近傍の波長領域

を利用することで、熱輻射の影響を低減することが可能である。 

 

3. まとめ 

 熱輻射補正法及び低減法として、異なる波長での計数率を用い

た差分法、及び、900nm近傍の波長領域の利用を検討した。今後、

定量評価試験を実施する予定である。 
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図1 光子計数率成分の一例
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図2 Nd:YAGの発光スペクトルの一例
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